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１．米国弁理士ランディスミス先生による｢米国商標出願｣のご講演報告 

>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>> 

 平成２２年４月２３日に四国支部

室にて行われた米国弁理士、ランディ

スミス先生の「米国商標出願」につい

てのご講演を報告します。 

 ご講演では、（１）商標の識別力と

商標の強さ（２）商標調査の重要性

（３）米国商標出願の手続き（４）連

邦商標登録の効果（５）米国における

商標の適切な使用、についてご説明が

ありました。 

 

 ご講義中、「企業は、識別力の低い商標（記述的な商標など）を好んで登録したが

るが、なるべく識別力の高い商標（独創的商標や恣意的商標）を考え、登録すべきで

ある。なぜなら、識別力の低い商標は、普通名称化しやすく、商標権が無効になりや

すい。なお、米国では secondary meaning を獲得すれば、本来識別力がない商標が識

別力を獲得することのできる制度があるが、これを利用するには、相当多額の広告宣

伝費をかける必要があり、認められる要件が厳しい。」とおっしゃっていたのが印象

的でした。 

日本においても商標法３条２項において、本来識別力の無い商標が識別力を獲得する

ケースについては、例外的に登録を認めていますが、認められる条件がとても厳しい
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点については、米国と同様だと感じました。 

 また、日本と違って、米国では基本的に商標が使用されていることが要求されるの

ですが、本国登録に基づく出願、マドリッドプロトコルに基づく出願については、出

願時に使用証明は求められないため、日本の出願人は、好んでこの出願方法をとりた

がります。しかし、米国では商標は使用されないと実体的権利として商標権は獲得さ

れないので、本国登録やマドプロに依拠して連邦登録を取得しても、商標が米国内で

まったく使用されていなければ、実際上どれだけの保護がその商標に与えられるかは

極めて疑問であると仰っておられました。 

 

 有益な講義の後、ランディスミス先生を囲んで四国の弁理士と懇親会を行いました。

ランディスミス先生の事務所は、ワシントンＤＣにあるのですが、そこで勤務されて

いる方はスミス先生以外すべて日本人だそうです。そのせいか、スミス先生とお話し

ていても、言語が英語であるという点を除けば、まるで日本人とお話しているような

雰囲気で、大変話やすい気さくな先生でした。 

 

写真は、四国支部のあるサンポートビルの展

望室から瀬戸内海を背景に、スミス先生と写し

たものです。 

ランディ先生は、ご友人に豊島出身の sushi 職

人の方がいらっしゃるようで、その方に豊島の

写真を見せてあげようと、豊島を含む瀬戸内海

の写真をたくさんとっておられました。 

 

（記 弁理士 山内章子） 
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>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>

２．５月２４日「知的財産活用と企業経営」シンポジウム 

  開催のお知らせ 
>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>> 

２０１０年５月２４日、香川県の高松駅前、サン

ポートホール高松にて、「知的財産活用と企業経

営」と題してシンポジウムが行われます。 

本シンポジウムは、知的財産を企業経営や地域

経済の活性化にどのように活用すればよいかをテ

ーマとするものです。 

この観点から、大学・企業・行政の知財のプロ

が一同に会し、知的財産の発掘法や活用事例を紹

介します。  

シンポジウム前半では、具体的な知的財産の戦

略について、地域知財に造詣の深い弁理士の加藤

浩先生にご講演いただきます。    

                        （シンポジウムのチラシより引用） 

 

 また四国の知的財産活用をリードする企業である日亜化学工業株式会社様、株式

会社レクザム様の知的財産担当者の方にも、知的財産活用事例についてご講演をい

ただきます。   

さらに後半では、知的財産の戦略に力をいれておられる高知県土佐市板原市長を

お招きし、四国ＴＬＯ様を交えて、パネルディスカッションが行われます。 

多方面から「知財活用」に関する情報を得ることができる絶好の機会ですので、

皆様、奮ってご参加下さい。 

 ちなみに、弊所所長山内康伸も講演とパネルディスカッションのモデレータとし

て参加致します。  

 

※申込書は、本パテントニュース vol.32 に添付してお送りします。 

当日申込も可能です。 
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